
MISSION2 制度構築

確
立
や
改
良
を
行
い
、
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス

の
迅
速
診
断
キ
ッ
ト
の
開
発
を
目
指
し
て

S
A
T
R
E
P
S＊
を
実
施
中
だ
っ
た
。
迅

速
に
判
断
で
き
る
キ
ッ
ト
が
あ
れ
ば
西

ア
フ
リ
カ
で
の
大
き
な
拡
大
は
防
げ
た

の
で
は
な
い
か
と
、
髙
田
さ
ん
は
ふ
り

返
る
。

　

06
年
末
か
ら
髙
田
さ
ん
は
ザ
ン
ビ
ア

の
森
で
多
く
の
コ
ウ
モ
リ
を
捕
ま
え
て

調
査
を
行
っ
て
い
る
。「
先
回
り
予
防

戦
略
」
と
い
う
、
自
然
界
に
存
在
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
や

伝
播
経
路
な
ど
の
生
態
調
査
を
行
っ
て
、

人
へ
の
感
染
リ
ス
ク
を
評
価
す
る
と

い
っ
た
、
感
染
拡
大
を
最
小
限
に
と
ど

め
る
た
め
の
研
究
だ
。
捕
ら
え
た
コ
ウ

モ
リ
は
、
そ
の
場
で
麻
酔
を
打
っ
て
血

液
を
採
取
す
る
。
感
染
の
恐
れ
が
な
い

よ
う
作
業
は
防
護
服
に
身
を
包
み
、
マ

エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
と

コ
ウ
モ
リ
の
捕
獲

　

2
0
1
4
年
に
起
こ
っ
た
西
ア
フ

リ
カ
で
の
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
病
の
ア
ウ

ト
ブ
レ
イ
ク
（
大
流
行
）
は
、
治
療
薬

が
ま
だ
研
究
途
中
で
承
認
さ
れ
た
も
の

が
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
感
染
し
た

人
、
感
染
が
疑
わ
れ
る
人
、
感
染
し
て

い
な
い
人
の
判
別
を
迅
速
に
で
き
な

か
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た

と
さ
れ
る
。
感
染
を
早
期
に
封
じ
込
め

る
手
立
て
は
な
い
の
か
。

　

北
海
道
大
学
人
獣
共
通
感
染
症
リ

サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
教
授
の
髙
田
礼
人
さ

ん
は
、
そ
の
風
貌
か
ら
〝
お
侍
先
生
〞

の
愛
称
を
持
つ
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
研
究

の
日
本
の
第
一
人
者
。
当
時
、
ザ
ン
ビ

ア
大
学
獣
医
学
部
と
共
同
で
診
断
法
の

薬
の
保
存
に
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
が
必
要

で
あ
っ
た
り
、
検
査
機
器
そ
の
も
の
に

電
力
を
必
要
と
す
る
診
断
法
で
あ
っ
た

り
す
る
と
、
発
生
地
帯
は
イ
ン
フ
ラ
整

備
が
遅
れ
て
い
る
場
所
も
多
い
た
め
、

十
分
に
電
気
が
行
き
届
い
て
い
な
い
地

方
の
小
さ
な
村
で
は
診
断
が
遅
れ
、
感

染
が
拡
大
し
て
し
ま
う
可
能
も
あ
り
ま

す
。
だ
か
ら
、
室
温
で
保
存
で
き
、
か

つ〝
迅
速
〞に
対
応
で
き
る
扱
い
や
す
い

診
断
キ
ッ
ト
が
必
要
で
し
た
」。

　

完
成
し
た
2
年
後
の
17
年
と
翌
18
年

に
、
ザ
ン
ビ
ア
隣
国
の
コ
ン
ゴ
民
主
共

和
国
（
以
下
、
コ
ン
ゴ
民
）
で
エ
ボ
ラ

ウ
イ
ル
ス
病
の
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
が
起

こ
っ
た
。
そ
の
際
、
J
I
C
A
専
門

家
か
ら
髙
田
さ
ん
に
相
談
が
入
り
、
デ

ン
カ
生
研
か
ら
合
計
3
0
0
0
個
以

上
の
迅
速
診
断
キ
ッ
ト
が
現
地
に
無
償

提
供
さ
れ
、
感
染
拡
大
の
防
止
に
貢
献

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

「
早
期
発
見
、
早
期
封
じ
込
め
」。
感

染
を
〝
迅
速
〞
に
診
断
す
る
こ
と
が
、

多
く
の
命
を
救
う
こ
と
に
つ
な
が
る
。

髙
田
さ
ん
は
19
年
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
発
展
さ
せ
、
ザ
ン
ビ
ア
で
の
活
動
を

継
続
し
な
が
ら
、
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
病

の
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
が
多
発
す
る
コ
ン

ゴ
民
で
ウ
イ
ル
ス
の
自
然
宿
主
や
伝
播

経
路
の
解
明
を
目
指
す
。
そ
し
て
さ
ら

に
、
デ
ン
カ
生
研
と
一
緒
に
エ
ボ
ラ
以

外
の
ウ
イ
ル
ス
性
出
血
熱
の
診
断
キ
ッ

ト
開
発
に
向
け
て
、
今
日
も
研
究
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

ス
ク
を
着
け
、
ゴ
ム
手
袋
は
二
重
に
は

め
る
。
コ
ウ
モ
リ
の
中
で
も
特
に
オ
オ

コ
ウ
モ
リ
は
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
の
自
然

宿
主
と
し
て
疑
わ
れ
て
お
り
、
ウ
イ
ル

ス
の
伝
播
方
法
や
分
布
域
の
解
明
に
重

要
な
動
物
種
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ザ
ン
ビ
ア
の
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
が
、
エ
ボ

ラ
ウ
イ
ル
ス
や
、
同
じ
よ
う
な
出
血
熱

を
引
き
起
こ
す
マ
ー
ル
ブ
ル
グ
ウ
イ
ル

ス
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
継
続
的

に
調
べ
て
い
る
。

即
時
に
使
え
る

診
断
キ
ッ
ト
の
開
発

　

髙
田
さ
ん
は
以
前
か
ら
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
診
断
キ
ッ
ト
の
共

同
開
発
を
、
医
療
用
検
査
機
器
な
ど
を

製
造
・
販
売
す
る
会
社
「
デ
ン
カ
生
研
」

と
行
っ
て
い
た
。
長
年
、
エ
ボ
ラ
ウ
イ

ル
ス
の
研
究
を
し
て
持
っ
て
い
た
材
料
、

S
A
T
R
E
P
S
の
研
究
成
果
、
そ

し
て
そ
の
キ
ッ
ト
の
仕
組
み
を
用
い
て
、

デ
ン
カ
生
研
と
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
診
断

キ
ッ
ト
の
開
発
に
着
手
。
15
年
3
月
、

つ
い
に
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
迅
速
診
断

キ
ッ
ト
「
ク
イ
ッ
ク
ナ
ビ
TM
シ
リ
ー
ズ
」

の
試
作
品
が
完
成
し
た
。

　

感
染
症
対
策
に
は
感
染
の
疑
い
の
あ

る
人
を
い
か
に
迅
速
に
判
別
し
て
い
く

か
が
重
要
だ
。「
遺
伝
子
検
出
に
基
づ

く
診
断
法
な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、
高
感

度
な
反
面
、
判
定
に
は
数
時
間
か
か
り

ま
す
。
判
定
を
待
つ
間
に
処
置
が
遅
れ

た
り
、
限
ら
れ
た
対
処
薬
が
必
要
な
人

に
届
か
な
か
っ
た
り
。
ま
た
、
検
査
試

ザンビアでは、これまでに1,000頭以上のコウモリを調査した。 ザンビア大学の研究者らとともにフィールドワークを行った。

開発されたエボラウイルス迅速診断
キット「クイックナビTMシリーズ」は小さ
く、扱いやすい。

北海道大学とザンビア大学
獣医学部は長年共同研究を
行っている。

共同研究プロジェクトのメンバーと。

エボラウイルス
治療薬はいまだ開発中。

ウイルス学者。インフルエンザウイルスやエボラウイ
ルスなどの人獣共通感染症を研究。エボラウイルス
の感染メカニズムの解明や予防・診断・治療法の
開発のための基礎研究に貢献した第一人者。2005
年にエボラウイルス表面糖タンパク質の機能解析に
よって日本ウイルス学会杉浦奨励賞を受賞。参考
書：「ウイルスは悪者か お侍先生のウイルス学講義」

（亜紀書房）

北海道大学
人獣共通感染症リサーチセンター教授
髙田礼人（たかだ・あやと）さん

た
だ
今
調
査
中

ザンビアで実施された技術協力プロジェクトの研究成果から、
エボラウイルスの感染拡大の防止に有効な迅速診断キットが開発された。
その開発秘話を、エボラウイルス研究第一人者の“お侍先生”に聞く。

研究開発MISSION3

エボラウイルスの
拡大を防ぐために

MISSION3 研究開発MISSION4 人材育成 MISSION 1 対策チーム

備えと危機対応

迅速に
診断することが
できます

お侍先生こと髙田さん

感染症を防ぐ
公衆衛生

特別授業
感染症対策と国際協力

早期発見を支える
検査体制

SCENE 2 企業との連携 SCENE 1 国際共同研究

革新的な技術の開発

アフリカにおけるウイルス性人獣共通感染症の調査研究プロジェクト
（2013年6月～2018年5月）

案件名

感染症対策
日本の技術が命を守る特集

コウモリはさまざまな人獣
共通感染症ウイルスを持
つと考えられている。

＊ 科学技術振興機構（JST）と日本医療研究開発機構（AMED）とJICAの3者が共同で実施する、
　地球規模課題の解決のために開発途上国の研究者との共同研究を通じて行われる技術協力。 10December 201811 December 2018




